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当科における下垂体腺腫再発ないし再増大例の検討

程塚 明、林 恵充、田中達也
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当科における下垂体腺腫再発ないし再増,大例の検討

程塚Ｉﾘｊ林忠充冊中達也

旭川医科大学脳神経外科

皿
ｗ
岬
皿
群
呼
蝿
研
岬
岬
岬

いて因子解析を行った。鴎床所見については、年齢・性

別､ホルモン産生能の有鯖､再発再増大までの期間(TTP）

及びその後の治療経過について検討した。画像所見に

ついては、腫癌の大きさ(Macmadenomavsmicroad‐

enoma)、海綿帥脈洞(Cs)挫澗の行無について検討した。

病理組織学的所見については、ＨＥ染色所見、腫癌内出

血の有無、ＣＤ３１免疫染色による血管密度(ＭＶＤ)、血

管新生についてはＶＥＧＦ免疫染色、増殖能については

MIB-l及びｐ５３免疫染色により検討を行った。

まえがき

下垂体腺腫は、代炎的な良性脳魔癌であるが、長期の

経過観察では、再発・再端大を比較的よく望めると言わ

れている。そのリスクファクターとしては、maCroad‐

enoma，invasiveadenoma，plurihormonaladenoma、

silentACTHadenoma、oncocytomaなどが挙げられて
おり、最近では臓癌組織の瑚舶能など病理組織学的な検

討も行われている。今回我々は、最近の、験例の再発・

再増大例と初発例においてその臨床所見や画像所見、特

に病理組織学所見について比較検討したので報告する。

２．結果

臨床所見とｌｄ１ｉ像所見については、災ｌにまとめたが、

再発押哨大群は、男性７例、女性４例で、年齢は39-75

歳で平均５６．３歳であった。一方、対照群は、男性２０例、

女性２７例で、年齢は１９－７４歳で平均４７．３歳であった。

しかしながら、年齢･性別にｲj意差は認められなかった。

ホルモン産化能については、再発再増大群は、非機能性

腺肺７例、ＰＲＬ産生腺服２例、ＡＣＴＨ産生腺腫２例で

あり、GII産生腺脆は認めなかった。一方、対照群では、

1．材料と方法

１９９９年１月～２００６年１２〃の８年|川に、、Li科で手術

治療を行ったド唯体腺IIIi症例は５８例に11り５９１，１の手

術治療を施行した。この５８例中、１１例はlIj手術例(岬

発例６例、再１W大例５例)であった。この１１例を再発

再増大群とし、残りの初発例４７例と対照群として、臨

床所見、画像所見、病剛学的所見等につき比較検討し

た。また、統計･学的検討は統計ソフト(StatView)を用

表１：対象症例の臨床所見・画像所見のまとめ
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